
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を撮影する撮像手段と、
前記撮像手段が画像を撮影する際の撮影情報を検出する撮影情報検出手段と、
前記撮像手段によって撮影された画像に、前記画像の撮影前に前記撮影情報検出手段によ
って検出された撮影前情報と、前記画像の撮影後に前記撮影情報検出手段によって検出さ
れた撮影後情報とを関連付けて記録する記録手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記撮像手段によって撮影された画像の画像ファイルを生成するファイル生成手段を有
し、
前記記録手段は前記画像の撮影前に検出した撮影前情報および前記画像の撮影後に検出し
た撮影後情報を前記画像ファイルのヘッダ情報として記録することを特徴とする請求項１
に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像手段によって撮影された画像を表示する表示手段を有し、前記表示手段は前記
画像の撮影前に検出した撮影前情報と、前記撮影画像の撮影後に検出した撮影後情報とを
前記画像と共に表示することを特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　撮影前に検出した撮影情報と、撮影後に検出した撮影情報とに基づいて前記撮影画像を
解析する解析手段と、前記解析手段による解析結果 撮影画像 に表示する表示手
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段をさらに有することを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項５】
　画像を撮影する撮像手段と、
前記撮像手段が画像を撮影する際の撮影情報を検出する撮影情報検出手段と、
前記撮像手段によって画像が撮影される前に前記撮影情報検出手段によって検出された撮
影前情報と、前記撮像手段によって画像が撮影された後に前記撮影情報検出手段によって
検出された撮影後情報とに基づいて前記撮影画像を解析する解析手段と、
前記撮像手段によって撮影された画像に、前記解析手段による前記画像の解析結果とを関
連付けて記録する記録手段と 有することを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像手段によって撮影された画像の画像ファイルを生成するファイル生成手段を有
し、
前記記録手段は前記画像の解析結果を前記画像ファイルのヘッダ情報として記録すること
を特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記撮像手段によって撮影された画像を表示する表示手段を有し、前記表示手段は前記
画像の解析結果を前記画像と共に表示することを特徴とする請求項５または６に記載の撮
像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、例えば、デジタルカメラ等の撮像装置により撮影された画像を画像ファイル
として記憶するシステムに適用され、特に、デジタルカメラ等の一時記憶媒体であるメモ
リ等に記憶された画像データを、ＬＣＤ等の表示画面上に表示する手段を有する撮像装

関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、デジタル技術の発展等に伴い、撮影した画像情報を電子的に処理するデジタルカメ
ラが普及してきている。撮影レンズを通過した被写体光束が固体撮像素子（ＣＣＤなど）
に到達し、被写体像を電気信号に変換し、映像信号として出力し、更に写った撮影画像が
画像処理回路内でさまざまな変換処理を施され、最後にメモリカードなどの記憶媒体に画
像ファイルとして保存されると同時に、デジタルカメラに内蔵の液晶モニタ（ＬＣＤ）に
画像データを表示する再生機能を有するものが一般的である。
【０００３】
画像をＬＣＤ等の表示画面上に表示する目的には、撮影直後に撮影した画像データを確認
する目的で表示されるクイックレビュー再生と、既に撮影した画像ファイルをユーザが選
択的に操作し、その画像ファイルの中の画像データを表示するプレイバック再生がある。
クイックレビュー再生では、撮影後の上記画像処理を経たのち、ＬＣＤ等の表示画面の大
きさで画像データ全体を自動的に一定時間ＬＣＤ上に表示するものが多い。プレイバック
再生では、画像ファイルを次々に選択して、選択した画像データを再生する機能や、更に
複数のサムネール画像データをＬＣＤ上に表示する機能を有するカメラも存在する。
【０００４】
また、近年のデジタルカメラは、軽量でかつ小型化されてきていることで、ユーザが気軽
に持ち運びできるようになっており、非常に携帯性に優れている。しかしその反面、画像
データの再生において、撮影画像の写り具合を確認するためのＬＣＤの表示画面は非常に
小さくなっている（低コスト化の要因もある）。そのため、ＬＣＤ上に通常の大きさで表
示された画像を見ると、ＬＣＤ上では綺麗に写っているように見えても、その画像ファイ
ルをパーソナルコンピュータ上に取り込んで確認してみると、ピントがずれていたり、手
ぶれしていたり、輝度が暗かったり等、ユーザが意図していた撮影画像ではなかったりす
ることがある。
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【０００５】
しかし、ユーザはＬＣＤ上では綺麗に見えたことから、再度、その被写体を取り直す等の
対策はせず、のちにパーソナルコンピュータ等で確認した時点で、自分が意図していた撮
影画像ではなかったことに気づくことになる。
【０００６】
一方、近年のデジタルカメラの手軽さから、デジタルカメラの所有者は、あまりカメラや
画像等に詳しくないユーザがその大半である。そのような一般的なユーザにとって、シャ
ッタースピードが遅いためにカメラから撮影前に手ぶれ警告が発せられている場合や、被
写体が動いている最中でも、あまり気にすること無しに、またはその警告の仕方によって
は気が付くこと無しに、撮影してしまうことが多い。
【０００７】
しかし、プレイバック再生時には、多くの画像ファイルにおいて、それぞれの撮影前の手
ぶれ警告や撮影の瞬間に被写体が動いた等の撮影情報を覚えていることは難しい。そのた
め、ＬＣＤ上に通常の（画像データ全体を表示する）大きさで画像ファイルの画像データ
を再生しただけでは、何の条件が悪かったのかがよく分らないまま、次に撮影する時にも
最適な条件に設定変更できずにいることが多い。
【０００８】
そのような問題点を解消するために、ＬＣＤ等の表示画面に表示された画像データの一部
領域を拡大して表示する機能を有するカメラが存在する。ユーザは、クイックレビュー、
またはプレイバック再生時にＬＣＤ上に通常の大きさで表示された画像データを、ボタン
等の操作により拡大して表示し、確認したい個所を更にスクロール等の操作により表示さ
せて、撮影画像の写り具合を確認できるようになっている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述の従来例のように、画像データを拡大して表示することで撮影画像の
写り具合を確認できたとしても、その撮影画像を撮影する前に、手ぶれ警告がなされてい
たことや被写体が動いた等の撮影情報を確認することはできない。また、画像データを拡
大する操作や上下左右にスクロールする操作は、小さいデジタルカメラに付随する少ない
ボタンでは非常に煩わしい操作であると共に、非常に電池の消耗が激しい等の問題点が存
在する。更に、一般的なユーザには、具体的にどのように撮影時の条件を設定すれば、今
表示されている画像よりも良い画像が撮影できるのかがよく分らないという問題も存在す
る。
【００１０】
　本発明は、上述の事情に鑑みて成されたもので、デジタルカメラ等の撮像装置の画像を
記憶するシステムにおいて、撮影した画像の再生時、或は記憶済みの画像ファイルの再生
時に、撮影前と撮影後のカメラが判断した情報と、それを比較・評価した情報の１つ以上
を組合わせた情報を、表示画面上に、再生画像データと一緒に表示することで、ユーザが
画像の写り具合を容易に判断できるデジタルカメラ等の撮影・再生を好適にすることが可
能な撮像装 提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、下記構成を備えることにより上記課題を解決できるものである。
【００１２】
　画像を撮影する撮像手段と、
前記撮像手段が画像を撮影する際の撮影情報を検出する撮影情報検出手段と、
前記撮像手段によって撮影された画像に、前記画像の撮影前に

検出された撮影前情報と、前記画像の撮影後に前記撮影情報検出手段によって検出さ
れた撮影後情報とを関連付けて記録する記録手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【００２１】
【発明の実施の形態】
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　以下、本発明に係る撮像装 実施の形態を説明する。
【００２２】
図１は、実施例１における撮影前情報を撮影した画像と共に表示画面上に再生した表示例
を示す説明図、図２は、本発明に係る撮像装置としてのデジタルカメラのシステムの一構
成例を示すブロック図、図３は、実施例１におけるクイックレビュー再生の処理手順例を
示すフローチャート、図４は、実施例１における撮影準備の処理手順例を示すフローチャ
ート、図５は、実施例２における撮影前後情報または撮影後情報を撮影した画像と共に表
示画面上に再生した表示例を示す説明図、図６は、実施例２における撮影後処理の手順例
を示すフローチャート、図７は、実施例３におけるプレイバック再生の処理手順例を示す
フローチャート、図８は、実施例５における撮影前後情報を撮影した画像と共に表示画面
上に再生した表示例を示す説明図、図９は、実施例６における撮影前後情報とその詳細情
報（撮影前後詳細情報）を撮影した画像と共に表示画面上に再生した表示例を示す説明図
である。
【００２３】
以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施例を詳細に説明する。
【００２４】
図２は、本発明に係る撮像装置としてのデジタルカメラのシステムの一構成例を示すブロ
ック図である。
【００２５】
同図中、２０１は図示していない被写体像を結像するレンズ、２０２はレンズ２０１から
の入射光量を調節する絞り機構、２０３はレンズ２０１から絞り機構２０２を通って入射
した光信号を電気信号に変換する撮像素子、２０４は撮像素子２０３により光電変換され
た信号をサンプリングしてゲインコントロールするＣＤＳ，ＡＧＣ回路、２０５はＣＤＳ
，ＡＧＣ回路２０４から出力されるアナログ信号をデジタル信号に変換するアナログ／デ
ジタル変換器（以降、Ａ／Ｄ変換器と記述する）、２１０はＡ／Ｄ変換器２０５によりＡ
／Ｄ変換された信号に対して、所定の処理を施すカメラ信号処理回路、２３０はカメラ信
号処理回路２１０などの装置から出力されたデジタル信号をメモリ２１２などの他の装置
へ転送するためのデータバス、２１１は本デジタルカメラ全体を制御するマイクロコンピ
ュータ（以下、ＣＰＵと記述する）、２３１はＣＰＵ２１１から出力される制御信号を伝
達するＣＰＵバス、２１２はデータバス２３０から送られる画像データなどのデジタル信
号等を一時的に記憶する記憶装置（以降、メモリと記述する）、２０９はＡＦ（オートフ
ォーカス）制御のために所定の処理を行うＡＦ用信号処理回路、２０８はＡＦ用信号処理
回路２０９から出力される信号に基づいてＡＦ制御を行うＡＦ制御回路、２０７はレンズ
２０１を駆動するフォーカスレンズ駆動回路、２０６はレンズ２０１の駆動源であるフォ
ーカスレンズモータ、２１３はＡＦ等の制御エリアを設定するための制御エリア設定回路
、２１５はカメラ信号処理回路２１０やメモリ２１２などから出力された画像データの一
部を拡大する画像拡大処理回路、２１６はメモリ２１２上に一時的に保存されている画像
データを画像ファイルの形で保存するメモリカードやディスクなどの２次記憶装置、２１
７はカメラ信号処理回路２１０から出力した生の画像データをＪＰＥＧなどの圧縮アルゴ
リズムを用いて圧縮、また、その逆の伸長を行う画像圧縮・伸長装置、２１８は圧縮され
た画像データに様々なヘッダ情報を付加して画像ファイルを作成する手段と、画像ファイ
ルからヘッダ情報と画像データを取り出す手段を備えた画像ファイル作成・読出し装置、
２２２はＬＣＤ表示装置２２４に出力する映像信号を保持するＶＲＡＭ、２２３はＶＲＡ
Ｍ２２２から出力されたデジタル信号をアナログ信号に変換するデジタル／アナログ変換
器（以降、Ｄ／Ａ変換器と記述する）、２２４はＤ／Ａ変換器２２３から出力されるアナ
ログ映像信号をユーザに対して表示するＬＣＤ表示装置、２２１は撮影時にカメラ信号処
理回路２１０やメモリ２１２などから出力された、また再生時に画像ファイル作成・読出
し装置２１８により読出されたヘッダ情報内にある撮影前や撮影後のカメラが判断した情
報や撮影前後を比較して評価した情報を解析する撮影前後情報解析装置、２１４は撮影前
後情報解析装置２２１により解析された情報をＬＣＤ表示装置２２４等の表示装置上に表
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示する処理を行う撮影前後情報表示装置。
【００２６】
２１９は撮影前後情報表示装置２１４に表示する項目の情報量を、クイックレビュー再生
時やプレイバック再生時のデフォルトの再生モードとして撮影者が予め入力するためのパ
ラメータ設定入力装置、２２０は撮影前後情報表示装置２１４に表示する項目の情報量を
、撮影中や撮影中のクイックレビュー再生中、またはプレイバック再生中に撮影者が手動
で切替えたい場合に指示信号を入力するための撮影前後情報表示スイッチである。
【００２７】
このように構成されたデジタルカメラにおいて、被写体からの光はレンズ２０１及び絞り
機構２０２を通して撮像素子２０３に結像し、電気信号に変換されて出力される。該出力
された電気信号はＣＤＳ，ＡＧＣ回路２０４に入力されてサンプリングされ、且つゲイン
コントロールされた後、Ａ／Ｄ変換器２０５に入力されてデジタル信号に変換される。該
変換されたデジタル信号は、カメラ信号処理回路２１０に入力されて所定の処理が施され
た後、Ｄ／Ａ変換器２２３に入力される。そして、このＤ／Ａ変換器２２３にてアナログ
信号に変換された信号は、ＬＣＤ表示装置２２４等に出力される。この信号の流れはＥＶ
Ｆ（電子ビューファインダ）を構成する一般的なものである。
【００２８】
次に、撮影した画像に様々な画像処理を行いＪＰＥＧなどの画像ファイルとして記録メデ
ィアに保存する流れについての一例を説明する。
【００２９】
カメラ信号処理回路２１０から出力されたデジタルデータは、データバス２３０を介して
メモリ２１２に保存された後、画像圧縮・伸長装置２１７により圧縮処理等の画像処理が
なされ、撮影情報（Ｔｖ値、Ａｖ値、選択された測距枠）などの属性値と共に、撮影前後
情報解析装置２２１から出力された撮影前や撮影後の情報や、撮影前後の情報を比較して
評価した情報の属性が付加した画像ファイルが画像ファイル作成・読出し装置２１８によ
り生成される。その後、再びデータバス２３０を介して画像ファイルはメモリカードやハ
ードディスクなどの２次記憶装置２１６に送られ記憶される。
【００３０】
次に、記録メディアに保存された画像ファイルから画像処理を行い、画像データを表示装
置などに表示する流れについての一例を説明する。
【００３１】
２次記憶装置２１６に保存されている画像ファイルは、画像圧縮・伸張装置２１７により
伸張処理等の画像処理がなされ、最終的にＶＲＡＭ２２２に転送され、ＬＣＤ表示装置２
２４に表示される。また、前記画像ファイルは画像ファイル作成・読出し装置２１８によ
り画像ファイル内にあるヘッダ情報が抽出され、更に抽出したヘッダ情報から撮影前後情
報解析装置２２１により撮影前や撮影後の情報や撮影前後情報を比較して評価した情報が
抽出される。
【００３２】
これら画像ファイルの画像データやヘッダ情報の各情報が各装置に処理される際は、デー
タバス２３０を介してメモリ２１２上に配置されることを幾度か繰り返す。また、撮影前
後情報表示装置２１４は、ＣＰＵ２１１よりＣＰＵバス２３１を介してパラメータ設定入
力装置２１９や撮影前後情報表示スイッチ２２０により撮影前後情報解析装置２２１が抽
出した情報を表示するかどうかのパラメータや指示を取得し、その指示に従った情報を、
先に説明した画像データが転送されているＶＲＡＭ２２２上に転送し、画像データと共に
ＬＣＤ表示装置２２４に表示する。但し、撮影前後情報表示装置２１４が表示する情報は
、ユーザが見て、その時点でＬＣＤ表示装置２２４に表示されている画像データとの対応
がつけば、必ずしも画像データと一緒に表示する必要はない。
【００３３】
なお、本デジタルカメラにおける撮影時と再生時のデータの流れや制御の流れなどの詳細
な動作は先に説明した通りであるので、これ以降での説明においては省略する。
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【００３４】
また、これ以降の説明においてのフローチャートによる処理手順は、説明した例に限定さ
れるものではなく、本発明の結果を満たす限りいかなる手順の組み合わせも、複数処理を
纏めることも、処理を細分化することも可能であり、また、各処理を個々に切り出して、
ひとつの機能要素として単体として機能し、示している処理以外の処理と組み合わせて使
用することも可能である。
【００３５】
　（実施例１）
　以下、本発明の を図面およびフローチャートを参照して説明する。
【００３６】
図１は、本発明の第１の実施例で実現される撮像装置の表示例を示しており、撮影時での
クイックレビュー再生を行っているか、もしくは再生時のプレイバック再生を行っている
状態である。
【００３７】
図１において、１０１は、ＬＣＤ全体画面を示したものであり、１０２は主被写体である
。１０３に示す内容は、撮影前のカメラが判断した情報を、ユーザが理解しやすいように
簡略化して表示している。この撮影前情報１０３の例では、撮影前にカメラが露出や明る
さを測定するセンサー等の測定結果により決定したシャッタースピードが遅いために、手
ぶれを起こす可能性が高いことをカメラに付随するＬＥＤ表示等によりユーザに警告をし
ていたが、そのまま撮影が続行された場合の例であり、クイックレビュー再生やプレイバ
ック再生時に、撮影された画像は手ぶれ警告がなされたまま撮影されたという情報をユー
ザに通知している。但し、図１の撮影前情報１０３の内容は、ユーザがその内容を認識で
きるものであれば何でも良く、例えば絵のアイコンを表示したり、「手ぶれした可能性が
あります」等の説明の文章を表示してもよい。
【００３８】
図３は、レリーズスイッチが押されてから、ＡＥ，ＡＦなどの撮影準備を行い、実際の撮
影を行った後に、クイックレビュー再生を表示するまでの概略の流れを示したフローチャ
ートである。また、実際のカメラでは、撮影までのＡＥ，ＡＦなどの撮影準備の処理と、
実際の撮影の処理とをレリーズスイッチの半押しと全押し等により分けていることが多い
が、この例では一緒にしている。
【００３９】
ステップＳ３０１では、クイックレビュー再生の設定がされている状態で、ユーザにより
レリーズスイッチが押されると、このフローが開始される。ステップＳ３０２では、ＬＣ
Ｄ表示がＯＮの場合はそれをＯＦＦにする。
【００４０】
ステップＳ３０３では、ＡＥやＡＦ、測距枠の選択などの、撮影を行うのに必要となる準
備（以降、撮影準備と呼ぶ）を行う。なお、撮影準備（ステップＳ３０３）に関しては、
本発明での撮影前にカメラが判断した情報となり、本実施例中での次に詳しく説明する。
【００４１】
ステップＳ３０４では、撮影準備（ステップＳ３０３）が完了すると実際の撮影を行う。
【００４２】
ステップＳ３１７では、撮影（ステップＳ３０４）が完了すると撮影準備で得た値との変
化を確かめるための後処理（以降、撮影後処理と呼ぶ）を行う。なお、撮影後処理（ステ
ップＳ３１７）に関しては、本発明での撮影後にカメラが判断した情報となり、実施例２
の説明で詳しく説明する。
【００４３】
ステップＳ３０５では、撮影（ステップＳ３０４）での画像に対して画像処理を行い、そ
の画像に対する情報をヘッダ（付帯）情報を付加したＪＰＥＧなどの画像ファイルを作成
する。
【００４４】
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ステップＳ３０６では、作成した画像ファイルを記録メディアなどに保存する。
【００４５】
　ステップＳ３０７では、クイックレビュー機能が有効な設定になっているかを確認し、
クイックレビューを行わない設定では本撮影シーケンスを終了 クイックレビューを行
う設定ではステップＳ３０８へ進む。
【００４６】
ステップＳ３０８では、撮影前後情報の表示機能が有効な設定になっているかを確認し、
有効な設定ではステップＳ３０９に進み、無効な設定ではステップＳ３１１へ進む。
【００４７】
ステップＳ３０９では、撮影準備（ステップＳ３０３）と撮影後処理（ステップＳ３１７
）の処理中に収集された撮影前情報と撮影後情報を解析する。ステップＳ３０９で解析す
る情報は、図１で示した撮影前情報１０３の例では、撮影準備（ステップＳ３０３）時に
得られたシャッタースピード、または、そのシャッタースピードから判断すると手ぶれし
た可能性があるという情報、または、手ぶれ警告をユーザに通知していたが、そのままレ
リーズボタンが押されたという情報等である。
【００４８】
ステップＳ３１８では、撮影前後情報の詳細表示機能が有効な設定になっているかを確認
し、有効な設定ではステップＳ３１０へ進み、無効な設定ではステップＳ３１１へ進む。
【００４９】
ステップＳ３１０では、撮影前後情報解析（ステップＳ３０９）での情報に、各処理内で
得ているその他の撮影情報を加えて、更に詳細に評価した情報（以下、撮影前後詳細情報
と呼ぶ）を生成する。
【００５０】
ステップＳ３１１では、撮影画像データと共に、撮影前後情報解析（ステップＳ３０９）
と撮影前後情報詳細解析（ステップＳ３１０）で得られた情報をＬＣＤ画面上に表示する
処理（ファインダ表示）を行う。
【００５１】
ステップＳ３０８において、撮影前後情報表示機能が無効の場合、ステップＳ３０９、ス
テップＳ３１０は実行せずに、ステップＳ３１１を実行する。すなわち、撮影した画像の
みを、そのままファインダ表示する。
【００５２】
ステップＳ３１２では、ファインダ表示（ステップＳ３１１）が開始された後、クイック
レビュータイマが起動される。これは、クイックレビューによるファインダ表示を一定時
間だけ行うために用いられる仕組みである。
【００５３】
ステップＳ３１３では、クイックレビューを中止するような命令（電源ＯＦＦ、ＳＷ１　
ＯＮなど）が届いたかどうかの確認を行う。中止命令が届いていない場合はステップＳ３
１４に進み、届いている場合はステップＳ３１５へ進む。
【００５４】
ステップＳ３１４では、起動したクイックレビュータイマ（ステップＳ３１２）が終了し
たかどうかの確認を行う。タイマが終了していない場合は、ステップＳ３１３に戻り、以
下同様なステップを繰り返す。クイックレビュータイマが終了した場合は、ステップＳ３
１５に進む。
【００５５】
ステップＳ３１５では、ＬＣＤ表示をＯＦＦにして、このシーケンスを終了する。
【００５６】
なお、画像処理（ステップＳ３０５）で作成され、保存処理（ステップＳ３０６）で保存
する画像ファイルのファイルフォーマットは、画像データと共にその画像に関する情報と
してヘッダ（付帯）情報を保存でき、本発明で定義している情報をヘッダ情報の一部とし
て扱えるものであれば、ファイルフォーマットの種類は何でもよい。例えば、現在最も多
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くのデジタルカメラで採用し普及しているＥｘｉｆ規格に準拠するＪＰＥＧファイルフォ
ーマットや、ＴＩＦＦファイルフォーマットやＦｌａｓｈＰｉｘファイルフォーマットや
ＣＩＦＦファイルフォーマット、また独自のファイルフォーマットなど、その他、多くの
ファイルフォーマットがデジタルカメラで採用されている。
【００５７】
また、今後も新しいファイルフォーマットをデジタルカメラは扱うことになることが予想
される。しかし、これらのファイルフォーマットでは、一般的に画像ファイルの中に、画
像データと共にその画像に対するヘッダ（付帯）情報を一緒に格納することができるとい
う共通性を持つ。更に、ほとんどのファイルフォーマットにおいて、このヘッダ情報には
、そのファイルフォーマットで定義された情報の他に独自に情報を定義することができる
ように規定されている。例えば、Ｅｘｉｆ規格の仕様で定義されているヘッダ（付帯）情
報としては、撮影日時や画像サイズ等の画像関連の情報と、露出時間やシャッタースピー
ド等のカメラに特化した情報等があり、また独自に情報を定義することができる領域とし
てメーカーノートという規定がされている。
【００５８】
本発明で定義している撮影前情報、撮影後情報、撮影前後情報（本文中の撮影前後詳細情
報を含む）は、ファイルフォーマットのヘッダ（付帯）情報として画像データと共に画像
ファイルに保存される。但し、本発明で定義している情報は、先に述べたファイルフォー
マットの仕様で定義されている情報を格納する領域でも、ファイルフォーマットの仕様で
独自に定義しても差し支えない領域へ情報を格納しても構わない。
【００５９】
図４は、図３の撮影準備（Ｓ３０３）の流れを詳細に説明したフローチャートである。
【００６０】
ステップＳ４０１で撮影準備が開始されると、ステップＳ４０２では、測光を行う。ステ
ップＳ４０３では、測光（ステップＳ４０２）での測光値を基に露出演算を行う。ステッ
プＳ４０４では、自動測距枠の選択モードが有効かどうかの判断を行い、有効な場合には
ステップＳ４０５へ進み、無効な場合にはステップＳ４０６へ進む。
【００６１】
ステップＳ４０５では、最近焦点位置検出を行った後、ステップＳ４０８へ進む。これは
、最も近い位置にある被写体の焦点位置を検出するものである。
【００６２】
ステップＳ４０６では、視線検出モードが有効かどうかの判断を行い、有効な場合にはス
テップＳ４０７へ進み、無効な場合には、予めユーザが選択したＡＦ測距枠が選択され、
ステップ４０８へ進む。
【００６３】
ステップＳ４０７では、視線位置検出を行い、ユーザの視線による測距枠の選択を行う。
【００６４】
但し、ステップＳ４０６、Ｓ４０７は視線検出による、ＡＦ測距枠選択機能を有するカメ
ラの手順を表したもので、該機能を持たないカメラは省略される。
【００６５】
ステップＳ４０８では、ステップＳ４０５での自動選択、ステップＳ４０７での視線選択
、それ以外でのユーザ設定のいずれかの方法で選択されたＡＦ測距枠を使ってＡＦ動作を
行わせるために、ＡＦ制御エリア設定を行う。
【００６６】
ステップＳ４０９では、設定されたエリアを用いて焦点検出を行う。
【００６７】
ステップＳ４１０では、焦点検出に成功したかどうかの判定を行い、成功した場合には、
ステップＳ４１１へ進み、失敗した場合にはこのシーケンスを終了する。
【００６８】
ステップＳ４１１では、フォーカスレンズを合焦位置まで駆動させる。
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【００６９】
ステップＳ４１２では、本撮影準備での各処理で得られた測定データや設定データや、そ
れらデータを基に算出された値や判断がなされた結果を、撮影前情報としてメモリに記憶
し保存する。
【００７０】
これら撮影準備で得られる情報の例は幾通りも考えられる。その具体例として、図１の例
では、ステップＳ４０２とステップＳ４０３の結果、決定されたシャッタースピードの情
報を、または、決定されたシャッタースピードが遅いためにユーザに手ぶれ警告をしたと
いう情報を、ステップＳ４１２で保存しておき、のちに（図３のフローチャートの処理で
）、その情報を利用した結果を示したものである。
【００７１】
その他、ユーザからの入力として選択された視線位置やＡＦ測距枠やフラッシュ発光設定
の有無や撮影モード等、また各処理による判断や算出された結果としてＡＦ制御エリアや
焦点検出したときの測定値やレンズ駆動量に換算されたデフォーカス量や被写体との距離
やフラッシュの発光強度等、各種撮影情報を撮影前情報として保存しておく。
【００７２】
　以上のように、 撮像装置によれば、撮影前のカメラが判断した情報として、
シャッタースピードが遅く設定されたユーザに手ぶれ警告を通知していた、等の撮影前の
情報を記録する手段と、撮影後のクイックレビュー再生時に撮影画像と共に、手ぶれ警告
があった画像である等の記録した撮影前の情報を表示する手段を有することにより、撮影
後にＬＣＤ画面上では綺麗に見えている撮影画像は、手ぶれ警告がされたまま撮影された
画像で、実際には手ぶれしている可能性がある等の状況をユーザは容易に判断することが
できる。
【００７３】
　（実施例２）
　以下、本発明の を図面およびフローチャートを参照して説明す
【００７４】
図５は、本発明の第２の実施例で実現される撮像装置を示しており、撮影時でのクイック
レビュー再生を行っているか、もしくは再生時のプレイバック再生を行っている状態であ
ることは実施例１と同じである。
【００７５】
図５において、５０１は、ＬＣＤ全体画面を示したものであり、５０２は主被写体である
。５０３に示す内容は、撮影前のカメラが判断した情報を基に撮影後のカメラが判断した
情報と比較して評価した結果を、ユーザが理解しやすいように簡略化して表示している。
この撮影前後情報５０３の例では、撮影準備（ステップＳ３０３）の時点での焦点検出で
得た値と、撮影後にカメラが撮影準備時と同じ条件で再度焦点検出を行って得た値を比較
した結果、ある基準以上の差が撮影前と撮影後の値にあり、総合的に判断すると撮影の瞬
間に被写体が動いていた可能性が高いという例であり、クイックレビュー再生やプレイバ
ック再生時に、撮影された画像は撮影の瞬間に被写体が動いた可能性が高いという情報を
ユーザに通知している。但し、図５の撮影前後情報５０３の内容は、ユーザがその内容を
認識できるものであれば何でも良く、例えば絵のアイコンを表示するか、または「被写体
が動いた可能性があります」等の説明の文章を表示してもよい。
【００７６】
レリーズスイッチが押されてからの処理については実施例１での図３の説明と同じである
。但し、ステップＳ３０９で解析する情報は、図５で示した撮影前後情報５０３の例では
、撮影準備（ステップＳ３０３）と撮影後処理（ステップＳ３１７）の処理中での焦点検
出で得た値、またはそれを加工した値である。
【００７７】
図６は、図３の撮影後処理（ステップＳ３１７）の流れを詳細に説明したフローチャート
である。撮影後処理が開始されると（ステップＳ６０１）、撮影準備（ステップＳ３０３
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）で行われた処理とは別に、ステップＳ６０２では、再度、測光を行う。ステップＳ６０
３では、測光（ステップＳ６０２）での測光値を基に露出演算を行う。
【００７８】
ステップＳ６０４では、ステップＳ４１２で保存されている撮影前情報であるＡＦ測距枠
、またはＡＦ制御エリアの情報を使って、同じ条件で再度焦点検出を行う。
【００７９】
ステップＳ６０５では、本撮影後処理での各処理で得られ測定データや、それらデータを
基に算出された値や判断がなされた結果を、撮影後情報としてメモリに記憶する。
【００８０】
これら撮影後処理で得られる情報の例は幾通りも考えられる。その具体例として図４の例
では、ステップＳ６０４の結果、被写体との距離等の情報をステップＳ６０５で保存して
おき、のちに（図３のフローチャートの処理で）、その情報を利用した結果を示したもの
である。但し、ステップＳ６０５で保存される撮影後情報は、ステップＳ４１２にて保存
した撮影前情報と変化が見られない場合には、撮影前情報と撮影後情報が同じだと判断し
て保存しなくてもよいし、または、情報としては同じだが、取得したタイミングが違うこ
とから保存してもよい。
【００８１】
　以上のように、 の撮像装置によれば、撮影前にカメラが判断した情報である被
写体との距離と、撮影後にカメラが判断した情報である被写体との距離が、ある設定され
ている基準と違っているという解析をする手段と、その情報を記憶する手段と、撮影後の
クイックレビュー時に撮影画像と共に解析した結果の被写体が動いた可能性があった画像
だということを表示する手段を有することにより、撮影後にＬＣＤ画面上では綺麗に見え
ている撮影画像は、撮影の瞬間に被写体が動いて撮影された画像で、実際には被写体がぶ
れて写っている可能性があることをユーザは容易に確認することができる。
【００８２】
　また の撮像装置によれば、撮影後情報だけの情報で判断し、撮影前情報は、全
く保存していない場合を想定する。例えば、撮影後に算出したシャッタースピードは遅い
ため、撮影前に設定されたシャッタースピードも遅かった可能性があり手ぶれもしている
可能性がある、または撮影後に焦点検出を数回した結果、被写体との距離が変化し続けて
いるので、撮影した瞬間も動いていた可能性がある等、撮影後にカメラが判断した情報を
保存する手段と、その情報を表示する手段を有することにより、撮影後にＬＣＤ画面上で
は綺麗に見えている撮影画像は、撮影者が意図しない画像であるかもしれないということ
を、ユーザに容易に通知することができる。
【００８３】
　（実施例３）
　以下、本発明の を説明する。
【００８４】
本発明の実施例１と実施例２で示した事項に加え、図３における保存処理（ステップＳ３
０６）において、画像ファイル生成・読出し装置２１８を用い、撮影準備（ステップＳ３
０３）内で得た撮影前情報（ステップＳ４１２）と撮影後処理（ステップＳ３１７）内で
得た撮影後情報（ステップＳ６０５）と、それら情報を撮影前後情報解析（第１の解析手
段、ステップＳ３０９）、もしくは撮影前後情報詳細解析（第２の解析手段、ステップＳ
３１０）にて得た情報を画像ファイル内のヘッダ情報として保存する。
【００８５】
図７は、実施例１のクイックレビュー再生時の拡大表示に対して、撮影後のプレイバック
再生時に画像ファイル内のヘッダ情報から撮影前情報と撮影後情報を解析して表示を行う
手順を示したものである。
【００８６】
なお、図７のフローチャートは記録メディアの保存されている１つの画像ファイルを何ら
かの方法で選択して表示する手順を示したものである。
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【００８７】
ステップＳ７０２では、ＬＣＤ表示がＯＮされる。ステップＳ７０３では、記録メディア
から表示対象となる画像ファイルを選択する。ステップＳ７０４では、選択された画像フ
ァイルのヘッダ情報を読み出す。
【００８８】
ステップＳ７０５では、該ファイルの画像データを読出し、伸長処理を行う。
【００８９】
ステップＳ７０６では、撮影前後情報表示機能が有効な設定になっているかを確認し、有
効な設定では、ステップＳ７０７に進み、無効な設定ではステップＳ７１０へ進む。
【００９０】
ステップＳ７０７では、ヘッダ情報読み出し（ステップＳ７０４）から撮影前情報と撮影
後情報を抽出し解析する。
【００９１】
ステップＳ７０８では、撮影前後情報の詳細表示機能が有効な設定になっているかを確認
し、有効な設定ではステップＳ７０９へ進み、無効な設定ではステップＳ７１０へ進む。
【００９２】
ステップＳ７０９では、撮影前後情報解析（ステップＳ７０７）での情報に、ヘッダ情報
読み出し（ステップＳ７０４）で得ているその他の撮影情報を加えて、更に、第２の解析
手段で詳細に評価した情報（以下、撮影前後詳細情報と呼ぶ）を生成する。
【００９３】
ステップＳ７１０では、撮影画像データと共に、撮影前後情報解析（ステップＳ７０７）
と撮影前後情報詳細解析（ステップＳ７０９）で得られた情報をＬＣＤ画面上に表示する
処理（ファインダ表示）を行う。
【００９４】
　ステップＳ７０ において、撮影前後情報表示機能が無効の場合、ステップＳ７０７、
ステップＳ７０８は実行せずに、ステップＳ７１０を実行する。すなわち、撮影した画像
のみを、そのままファインダ表示する。
【００９５】
　以上のように、 の撮像装置によれば、記録メディアの保存された画像ファイル
をプレイバック再生する場合に、画像ファイルに保存されている撮影前情報と撮影後情報
と撮影前後情報を解析する手段と、それら情報の１つ以上の組合わせた情報をＬＣＤ画面
上の画像データと共に表示する手段を有することにより、ＬＣＤ画面上では綺麗に見えて
いる画像ファイルは、撮影者が意図しない画像であるかもしれないということを、ユーザ
に容易に通知することができる。
【００９６】
（実施例４）
本発明の実施例１、２では、撮影した画像または、記録メディアから選択した画像の撮影
前後情報を表示する機能を自動的に呼び出す方法を実現した実施例であり、具体的にはカ
メラのデフォルトの設定であったり、図１におけるパラメータ設定入力装置２１９により
、ユーザが事前に撮影前後情報を表示する情報量を設定していた例である。
【００９７】
本実施例４では、撮影前後情報を表示する機能を呼び出す方法を、いつでもユーザの指示
により行える様にしたものであり、具体的には図２における、撮影前後情報表示スイッチ
２２０をユーザがＯＮした場合にのみ該機能を呼び出す様にしたものである。ユーザは、
撮影中、撮影中のクイックレビュー再生中、プレイバック再生中など、いつでも撮影前後
情報を表示する機能を呼び出すことができる。
【００９８】
撮影前後情報表示スイッチ２２０の例としては、複数のスイッチでも１つのスイッチでも
よく、複数のスイッチの場合は１つ以上のスイッチが押された組合わせや、１つのスイッ
チの場合は押された回数による撮影前後情報の表示する情報量を切替えていくことが可能
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である。例えば、１つのスイッチの場合で、ＯＦＦの状態から１回押すと撮影前情報を表
示し、もう一度押すと撮影後情報の表示に切り替わり、もう一度押すと撮影前後情報、も
う一度押すと撮影前後情報の詳細な内容（撮影前後詳細情報）、もう一度押すと撮影前後
情報の表示機能がＯＦＦになる等の実現が可能である。
【００９９】
（実施例５）
本発明の実施例１、２において、図１の撮影前情報１０３と、図５の撮影前後情報５０３
とで、同じ表示形態で表示されており、ユーザにとって何の情報を基に表示されているの
かが判断しにくかったが、撮影前情報と撮影後情報と撮影前後情報の表示形態を変化させ
ることで、ユーザが容易に何の情報を基に表示されている情報なのか判断することできる
。
【０１００】
例えば、図８の撮影前情報８０３の表示形態（図１の例では四角）と、撮影前後情報８０
４の表示形態を円形（図５の例では四角）として区別し、ユーザに対して撮影前の警告の
情報なのか、撮影前と撮影後の評価した結果の情報なのかを視覚的にわかりやすく表示す
ることも可能である。
【０１０１】
（実施例６）
本発明の実施例１、２、３、４において、図３の撮影前後情報詳細解析（Ｓ３１０）、図
７の撮影前後情報詳細解析（Ｓ７０９）などで説明した、撮影前情報と撮影後情報を比較
して評価した結果に対し、その他の撮影情報を加えて、更に詳細に評価した情報を表示す
る例を説明する。
【０１０２】
　図９の撮影前後詳細情報９０５（正確には撮影前のみの詳細情報）は、撮影前情報９０

を詳細に示すために、実際のシャッタースピードの値やストロボを使用したかどうかの
情報を画像ファイルのヘッダ情報から取得し、それをユーザが容易に判断できるような説
明文章を更に追加表示した例である。撮影前後詳細情報９０６は、撮影前後情報９０４を
詳細に示すために、撮影前情報である撮影前の被写体との距離と、撮影後情報である撮影
後の被写体との距離を画像ファイルのヘッダ情報から取得し、ユーザが容易に判断できる
ような説明文章を追加表示した例である。こうすることで、ユーザは容易に、ＬＣＤ画面
に表示されている画像が手ぶれしている可能性や被写体が動いたことによりピントが合っ
ていない可能性があることを判断できると共に、何故手ぶれしてしまった可能性があるの
か、どの程度被写体が動いてピントがボケてしまった可能性があるのか、その理由を知る
ことができる。
【０１０３】
また、クイックレビュー再生時なら、ユーザは、これら撮影前後情報の９０３、９０４、
９０５、９０６を見ることによって、今撮影した画像が意図する画像でないのであれば、
撮影前後詳細情報９０５、９０６に表示された説明から新たな撮影条件を判断し、その新
たな撮影条件で次に撮影を試みる等の対策を即座に実行することが可能になる。
【０１０４】
尚、解析手段を第１の解析手段と第２の解析手段と、分けて説明したが、特に分けずに、
一つの解析手段を使用しても、機能的に問題なければ良いことは勿論である。
【０１０５】
【発明の効果】
　以上説明したように、

【図面の簡単な説明】
【図１】　実施例１における撮影前情報を撮影した画像と共に表示画面上に再生した表示
例を示す説明図
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本発明によれば、撮影した画像を評価するための情報を画像に関
連付けて記録することによって、撮影した画像の良し悪しを判断する材料とすることがで
きる。



【図２】　本発明に係る撮像装置としてのデジタルカメラのシステムの一構成例を示すブ
ロック図
【図３】　実施例１におけるクイックレビュー再生の処理手順例を示すフローチャート
【図４】　実施例１における撮影準備の処理手順例を示すフローチャート
【図５】　実施例２における撮影前後情報または撮影後情報を撮影した画像と共に表示画
面上に再生した表示例を示す説明図
【図６】　実施例２における撮影後処理の手順例を示すフローチャート
【図７】　実施例３におけるプレイバック再生の処理手順例を示すフローチャート
【図８】　実施例５における撮影前後情報を撮影した画像と共に表示画面上に再生した表
示例を示す説明図
【図９】　実施例６における撮影前後情報とその詳細情報（撮影前後詳細情報）を撮影し
た画像と共に表示画面上に再生した表示例を示す説明図
【符号の説明】
１０１　ＬＣＤ画面
１０２　主被写体
１０３　撮影前情報（撮影前後情報）
２０１　撮影レンズ
２０２　絞り装置
２０３　撮像素子
２０４　ＣＤＳ，ＡＧＣ回路
２０５　Ａ／Ｄ変換器
２０６　フォーカスレンズモータ
２０７　フォーカスレンズ駆動回路
２０８　ＡＦ制御回路
２０９　ＡＦ用信号処理回路
２１０　カメラ信号処理回路
２１１　ＣＰＵ
２１２　メモリ
２１３　制御エリア設定回路
２１４　撮影前後情報表示装置
２１５　画像拡大処理回路
２１６　２次記憶装置
２１７　画像圧縮・伸長装置
２１８　画像ファイル作成・読出し装置
２１９　パラメータ設定入力装置
２２０　撮影前後情報表示スイッチ
２２１　撮影前後情報解析装置
２２２　ＶＲＡＭ
２２３　Ｄ／Ａ変換器
２２４　ＬＣＤ表示装置
２３０　データバス
２３１　ＣＰＵバス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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